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研究成果の概要：  5 世紀前半に作られた初期キリスト教モザイク壁画の保存状

態を調査した。この調査は、修復作業を行うための予備調査である。具体的に

は、写真撮影、歴史的修復の比較調査、温湿度計による環境調査、材料の科学

組成分析、美術史的見地からの考察、水性絵の具による原寸大の現状模写、同

質素材によるモザイク再現模写等を行なった。世界的に貴重な文化財を保護す

ることを目的とした日伊共同研究であり、我が国において貴重な多くの研究資

料を作成、収集し、修復作業の準備を整えた。  
 
 
交付額  
                          （金額単位：円）  

 直接経費  間接経費  合 計  
2005 年度 4,300,000 4,300,000 

2006 年度 2,600,000 2,600,000 

2007 年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

年度  

年度  

総 計 9,600,000 810,000 10,410,000 

 

 

研究分野：壁画  
科研費の分科・細目：文化財科学  
キーワード：美術史、材質分析、製作技法、保存科学、文化財、国際研究者交

流、イタリア  
       



 
 
１．研究開始当初の背景  
東 京 藝 術 大 学 及 び ラ ヴ ェ ン ナ モ ザ イ
ク修復専門学校は、研究者を相互に派
遣し文化財保存・修復における専門的
研究を行った。この日伊両国の研究者
交流を通して、日伊共同調査を企画し、
世界遺産ガッラ・プラチディア廟モザ
イク壁画を共同研究するに至った。 
 
 
２．研究の目的  
我 が 国 に お い て 初 期 キ リ ス ト 教 美 術
研究の機会は少なく、実物に接しなが
ら調査できる貴重な経験であり、西洋
美 術 史 萌 芽 期 研 究 の 基 礎 資 料 と な る
ものである。また日伊両国の知的資源
の共有と人材の育成を目的とする。  
 
 
３．研究の方法  
各年度 3 回の現地調査を実施し、各
項目ごとの調査を行った。現地で収集
した試料は、日本の専門機関で科学分
析を行なった。模写、モルタル再生実
験、資料作成等は主に東京藝術大学壁
画研究室で行なった。  
 
 
４．研究成果 
美 術 史 上 ロ ー マ か ら ビ ザ ン テ ィ ン へ
橋 渡 の 役 割 を 担 っ た モ ザ イ ク の 重 要
性を論考した。歴史の異なる修復箇所
を分析し特色を論じた。6 点の原寸大
現状模写を完成させた。壁の状態と材
料 の 科 学 組 成 を 詳 細 に 調 査 分 析 す る
ことにより修復作業の準備を整えた。 
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